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　今から80年以上前、昭和12年

（1937）７月に、日本軍と中国

軍が北京の郊外で衝突して、

全面的な「日中戦争」が起こり

ました。その当時は、男子が20

歳になると、兵士になるための

「徴兵検査」を受けることが義務

づけられていました。検査に

合格し軍隊の勤務につくことに

なった人は、現役兵（現在兵役

についている兵士）として２～

３年軍隊で過ごしました。戦争

の拡大に伴い、現役期間が終わ

った人や徴兵検査に合格して

兵役についていなかった人に、「臨時召集令状（赤紙）」が家に届けられ、決められた日時に決められた場所

へ急いで出頭しなければなりませんでした。その後、それぞれの部隊で訓練を受け、「出征兵士」として戦場

へ送られて行ったのです。

　赤紙を受け取った家の母親や妻たちは、一家の働き手として生活を支えている大切な息子や夫の無事を

願って、「千人針」を急いで準備し

ました。千人針とは、布に女性か

ら一針ずつ糸で玉を結んでもらっ

たお守りのことです。家族や親戚・

隣近所の女性だけではなく、街頭

へ出て道を通る女性にまでお願いし

て作り上げました。出征する男性

は、「鉄砲の弾が当たらないように｣

「無事に日本へ帰って来られるよう

に」という女性たちの願いや祈りの

込められた千人針を持って、戦場へ

向かいました。

　千人針の中には虎の図柄のものが臨
りん
時
じ
召
しょうしゅう
集令

れいじょう
状（赤

あかがみ
紙）複製

かぞくのわかれかぞくのわかれ

入口
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千
せんにん

人針
ばり

　昭
しょう

和
わ

15年
ね ん

(1940)

日
ひ

の丸
まる

寄
よ

せ書
 が  

き　昭
しょう

和
わ

19年
ね ん

(1944)

出
しゅっ

征
せい

記
き

念
ねん

東
とうきょう

京神
か ん

田
だ

　昭
しょう

和
わ

13年
ね ん

(1938)頃
ころ

ありましたが、それは「虎
とら

は千
せん

里
り

（と

ても遠
とお

い所
ところ

）を走
はし

り、千
せん

里
り

を帰
かえ

る強
つよ

い動
どうぶつ

物」という言
い

い伝
つた

えがあったか

らです。また寅
とら

年
どし

生
う

まれの女
じょせい

性に限
かぎ

り年
ねんれい

齢の数
かず

だけ糸
いと

玉
だま

を結
むす

ぶことが

できるとされていました。さらに、

「死
し

線
せん

（４銭
せん

）を越
こ

える」という意
い み

味で

当
とう

時
じ

の５銭
せん

硬
こう

貨
か

が、「苦
く

戦
せん

（９

銭
せん

）をまぬがれる」という意
い み

味

で10銭
せん

硬
こう

貨
か

が縫
ぬ

い付
つ

けられ

ることもありました。

　出
しゅっせい

征が決
き

まると、千
せん

人
にん

針
ばり

の

ほかに、地
ち

域
いき

の人
ひと

や友
ゆうじん

人たち

が寄
よ

せ書
が

きをした日
ひ

の丸
まる

の旗
はた

や大
おお

きな幟
のぼり

を作
つく

って、お祝
いわ

い

や激
げきれい

励をしました。そして、

学
がっこう

校の校
こうてい

庭や神
じんじゃ

社の境
けいだい

内など

で、家
か

族
ぞく

や親
しんせき

戚・隣
となり

近
きんじょ

所の

人
ひと

、同
おな

じ職
しょくば

場の人
ひと

たちが集
あつ

ま

って、盛
せいだい

大な壮
そうこうしき

行式を行
おこな

い、

出
しゅっせい

征兵
へい

士
し

を戦
せん

地
ち

へと送
おく

り出
だ

し

たのです。しかし、戦
せんそう

争が長
ちょう

期
き

化
か

してくると、徐
じょじょ

々に盛
せいだい

大

な見
み

送
おく

りは行
おこな

われなくなりま

した。
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　昭和10年（1935）頃、電気はすでに日本全国に普及し

ていましたが、家庭電気製品といえば「電灯」と「ラジ

オ」くらいのものでした。ラジオは、数少ない娯楽の

一つでしたが、値段が高く、３割ぐらいの家庭にしか

普及していませんでした。

　都市の一部にしか水道やガスはなかったので、多く

の家庭では、「ポンプ」や「井戸」などでくみ上げた地下

水を炊事や洗濯、お風呂などに用いていました。ま

た、「カマド」や「七 薪で」りろい「」輪 を燃やしてご飯を

炊き、煮物などを作りました。

　家庭の仕事は、ほとんど手作業で行われていました、

特に炊事・洗濯・縫い物などは、主に母親など女性の

役割とされ、女性たちは、一日中忙しい家事に追われ

井
い ど

戸端
ばた

で洗
せんたく

濯をする女
じょせい

性
昭
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ていました。洗濯は、「タライ」に水をくみ、洗濯用

の堅いセッケンを用いて、洗濯板でゴシゴシと手で

こすって洗いました。当時は国の方針として、「生

めよ殖やせよ強く育てよ」と子どもをたくさん生み

育てることが奨励されていたので、母親たちは、た

くさんの子どもの洗濯に忙しく、一年中、あかぎれ

で手が赤くはれていたといわれています。

　都市部を中心に洋服も普及していましたが、多く

の女性はまだ「着物」を着ていました。着物や布団が

汚れると、ほどいて反物（布）の状態に戻して洗い、

「張り板」に張って乾かしました。そしてまた元どお

りに縫い直すというように、大変な手間と時間をか

けて着物や布団をきれいにしました。

　一般的な家庭の母親は、子どものものをはじめ家

族の着物なども、ほとんど自分で作りました。裁縫

ができないと母親の務めを果たすことができないの

で、女の子は小学生の頃から熱心に裁縫の勉強をし

ました。そして、女の子だけでなく男の子も貴重な

労働力として、いろいろな家の仕事を手伝っていま

した。

　下水道がまだ整備されておらず、汚水は道路の

側溝に流しました。トイレは、主にくみ取り式のた

め、衛生状態はよくありません。さらに、ゴミなど

の汚れたものの始末の仕方がよくなかったので、ハ

エなどの害虫がたくさん発生して、恐ろしい伝染病

ました。冬は今と比べるととても寒く、

多くの家屋は木造のため、戸のすき間か

ら冷たい風が入ることもあり、綿がたく

さん入っている厚い着物などを着て、寒

さに耐えながら過ごさなければなりませ

んでした。

　当時は、今のように病院や薬屋は多

くありませんでした。子どもが怪我や

下痢、風邪を引いたりしたときには、家

庭にある「置き薬」などを飲むくらいで、

よほどの重い病気でないと医者にはかか

りませんでした。

ハエ取
と

り器
き

ドーナツ状の底の部分に水を入れ、穴の真下にハエ

をおびき寄せるためのえさを置いた。ハエは垂直に

上がる習性があるので、えさにたかった後に飛び立

とうとする時にガラス瓶の天井にぶつかり、それを

くりかえすうちに水面に落ちてしまうという仕組み

である。

が流行することもありました。そこで、色々な「ハ

エ取り器」が作られましたが、それらを用いても駆

除するのには大変苦労しました。

　暖房器具は、北海道などの寒冷地では「石炭スト

ーブ」などを使用していましたが、ほかの地域では

部屋を暖めるのではなく、「火鉢」や「コタツ」「アン

カ」など手足を暖めるための器具が主に使われてい
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ランドセル（竹
たけせい

製）　　　　　　複
ふくせい

製　昭
しょう

和
わ

12年
ねん

（1937）に日
にっ

中
ちゅう

戦
せんそう

争が始
はじ

まり、昭
しょう

和
わ

16年
ねん

（1941）12

月
がつ

８日、日
に

本
ほん

軍
ぐん

はハワイの真
しんじゅ

珠湾
わん

を攻
こうげき

撃して、アメリカやイ

ギリスなどを相
あい

手
て

に「太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せんそう

争」を始
はじ

めました。戦
せんそう

争は、中
ちゅう

国
ごく

大
たいりく

陸、東
とうなん

南アジア、西
にし

太
たい

平
へい

洋
よう

地
ち

域
いき

に及
およ

びました。

　戦
せんそう

争では、たくさんの兵
へい

士
し

が使
つか

う武
ぶ き

器や軍
ぐん

服
ぷく

、軍
ぐん

靴
か

、鉄
てつ

か

ぶと、そして食
しょくりょう

糧などの物
ぶっ

資
し

が大
たい

量
りょう

に必
ひつよう

要となります。日
に

本
ほん

の国
くに

は、昔
むかし

から地
ち か

下資
し

源
げん

をはじめ、物
ぶっ

資
し

が豊
ゆた

かではなく、そ

の上
うえ

、外
がいこく

国からの輸
ゆにゅう

入が停
と

まったので、国
こくみん

民生
せいかつ

活で使
つか

われて

いる金
きんぞく

属製
せいひん

品や革
かわ

、布
ぬの

、ゴムなどの様
さまざま

々な物
ぶっ

資
し

が不
ふ

足
そく

してい

ました。

　そこで、生
せいかつ

活に必
ひつよう

要な用
よう

具
ぐ

として陶
とう

器
き

で作
つく

られたアイロン

や湯
ゆ

たんぽ、竹
たけ

で作
つく

られたランドセル、紙
かみ

で作
つく

られたヘルメ

ット、化
か

学
がく

繊
せん

維
い

で作
つく

られた「スフ」がまじった洋
ようふく

服などの、粗
そ

末
まつ

な「代
だい

用
ようひん

品」が登
とう

場
じょう

したのです。

ポスター「戦
せん

場
じょう

へ活
い

かせ銃
じゅうご

後の銅
どう

と鉄
てつ

」
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『食
た

べられる野
や

草
そう

』　

昭
しょう

和
わ

18年
ねん

食用野草の解説書。手頃な代用食と

して、あくぬき、調理法、保存法も

紹介されている。

　さらに、家庭で使っていた洗面器やヤカン、バケ

ツ、包丁やナイフ、服のボタン、お寺の鐘、学校や

役所の門などあらゆる金属類を国へ供出し、国では

それらを溶かして、さまざまな武器を作ったのです。

　戦争が長期化したために、あらゆる生活物資が不

足して国民生活がますます苦しくなってきました。

そこで、少ない食料品や品物をお互いに分け合う

「配給制度」という仕組みができました。マッチ、砂

糖、米、小麦粉、お酒、木炭、魚、塩、衣服、みそ、

しょう油、野菜、果物などの生活必需品を買うとき

には、国から配られた「購入切符」を「隣組」から受け、

商店などの配給所で買わなければなりませんでした。

　特に食糧不足は、年々深刻になっていきました。

農村や漁村の人手不足などから、米や魚など生産

量、漁獲量が低下し、食糧が足りなくなったので

す。主食の米が不足してくると「代用食」として、小

麦粉・サツマイモ・ジャガイモなどが配給されまし

た。そして米を倹約した豆・野菜入りのご飯やおか

ゆ、雑炊、すいとんなどの食事が当たり前になりま

した。また、肉や野菜の代わりにイナゴ、カボチャ

の種、サツマイモのつるまで食べました。そして、

少ない食糧を少しでも増産するために、一般の人た

ちも家の庭や学校のグラウンド、公園、河原などの

空き地を畑にして、トウモロコシ、サツマイモ、カ

ボチャなどの野菜を作り、食糧不足を少しでも補う

努力をしました。

　配給の購入切符が無くなると、それ以上買うこと

はできません。大人も子どもも少ない食料品や品物

で、「ほしがりません、勝つまでは」、「ぜい沢は敵

だ」を合言葉として、品物不足や空腹を我慢しなが

ら戦争に協力したのです。
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料
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切
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符
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和
わ

17年
ねん
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　昭
しょう

和
わ

16年
ねん

（1941）４月
がつ

から、「尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

」

が「国
こくみん

民学
がっこう

校」と名
な

前
まえ

を変
か

え、初
しょ

等
とう

科
か

が６

年
ねんかん

間、高
こう

等
とう

科
か

が２年
ねんかん

間の、合
あ

わせて８年
ねんかん

間

の学
がっこう

校となりました。子
こ

どもたちは「少
しょう

国
こくみん

民」と呼
よ

ばれ、将
しょう

来
らい

は立
りっ

派
ぱ

な兵
へい

士
し

になり、

敵
てきこく

国と戦
たたか

い、日
に

本
ほん

を守
まも

る国
こくみん

民にになること

が期
き

待
たい

されました。学
がっこう

校行
ぎょう

事
じ

でも、儀
ぎ

式
しき

・

礼
れいほう

法・団
だんたいくんれん

体訓練が重
じゅう

視
し

され、教
きょうか

科書
しょ

の内
ないよう

容

も軍
ぐんこくしゅ

国主義
ぎ

的
てき

なものになりました。授
じゅ

業
ぎょう

の

一
いち

部
ぶ

では、男
だん

子
し

は剣
けんどう

道や柔
じゅう

道
どう

、銃
じゅう

剣
けんじゅつ

術など

を、女
じょ

子
し

はなぎなたや看
かん

護
ご

などの訓
くんれん

練が行
おこな

われるようになりました。また、ノートや

鉛
えんぴつ

筆、消
け

しゴムなどの学
がく

用
ようひん

品が不
ふ

足
そく

し、な

なぎなたの訓
くんれん

練
昭
しょう

和
わ

18年
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（1943）

国
こくみん

民学
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校の授
じゅ

業
ぎょう
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景　昭
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和
わ

18 年
ね ん

(1943)

「ヨミカタ　一」

（国
こくみんがっこう

民学校初
しょとう

等科
か

１年
ねんぜん

前期
き

用
よう

）
昭
しょう

和
わ

16年
ねん

度
ど

から使
し

用
よう

された国
こくていだい

定第5期
き

本
ほん

で、
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よ
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小
こ

松
まつせいさくしょ

製作所粟
あわ

津
づ

工
こう

場
じょう

へ勤
きんろうどういん

労動員として派
は

遣
けん

された生
せい

徒
と

たち　昭
しょう

和
わ

19年
ね ん

(1944)

疎
そ

開
かい

先
さき

でかいた絵
え

小
お

山
やまただ

忠雄
お

さんが牛
うしごめ

込区
く
（現
げん

・新
しん

宿
じゅく

区
く

）学
がっこうれんごう

校連合寮
りょう

の東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

小
こ

湧
わくだにせん

谷戦時
じ そ

疎開
かいがくえん

学園で昭
しょう

和
わ

19年
ねん

7月
がつ

から20年
ねん

10月
がつ

まで箱
はこ

根
ね

で集
しゅう

団
だん

疎
そ

開
かい

した際
さい

にかい

たもの。たきぎ拾
ひろ

いに行ったときの様
よう

子
す

が描
えが

か

れている。
昭
しょう

和
わ

19年
ね ん

（1944）7月
がつ

から20年
ね ん

10月
がつ

れない仕
し

事
ごと

を懸
けんめい

命にしました。

　太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せんそう

争は、初
はじ

めは日
に

本
ほん

軍
ぐん

が優
ゆうせい

勢で

南
みなみ

の島
しまじま

々を占
せんりょう

領しましたが、その後
ご

はア

メリカ軍
ぐん

が反
はんげき

撃に転
てん

じて、グアム島
とう

やサ

イパン島
とう

などを日
に

本
ほん

から奪
うば

い取
と

りまし

た。

　日
に

本
ほん

本
ほん

土
ど

への本
ほんかくてき

格的な空
くうしゅう

襲が予
よ

想
そう

さ

れるようになると、政
せい

府
ふ

は、都
と し ぶ

市部に住
す

んでいる子
こ

どもたちを、空
くうしゅう

襲の少
すく

ない地
ち

方
ほう

へ移
い

動
どう

させる「学
がくどう

童疎
そ

開
かい

」を進
すす

めまし

た。東
とうきょう

京、横
よこはま

浜、名
な ご や

古屋、大
おおさか

阪などから、

親
しんせき

戚のある子
こ

は「縁
えん

故
こ

疎
そ

開
かい

」を、親
しんせき

戚のな

い子
こ

は学
がっこう

校ごとに友
ともだち

達と一
いっしょ

緒に先
せんせい

生に

引
いんそつ

率されて、地
ち

方
ほう

のお寺
てら

や旅
りょかん

館へ「集
しゅうだん

団

疎
そ

開
かい

」しました。

　幼
おさな

い子
こ

どもにとって、両
りょうしん

親と別
わか

れての

疎
そ

開
かい

生
せいかつ

活は、つらく苦
くる

しいものでした。

食
た

べ物
もの

は粗
そ

末
まつ

で少
すく

なく、一
いちにち

日三
さんしょく

食を食
た

べ

かなか手
て

に入
はい

らないので、節
せつやく

約しながら

丁
ていねい

寧に使
つか

いました。

　戦
せんそう

争が長
ちょう

期
き

化
か

してくると、政
せい

府
ふ

は国
こくみん

民

学
がっこう

校高
こう

等
とう

科
か

や中
ちゅう

学
がっこう

校、女
じょ

学
がっこう

校の生
せい

徒
と

に対
たい

して、学
がっこう

校での勉
べんきょう

強を一
いち

時
じ

中
ちゅう

断
だん

して、

工
こうじょう

場や農
のうそん

村で働
はたら

くようにという命
めいれい

令を出
だ

しました。生
せい

徒
と

たちは「学
がく

徒
と

勤
きん

労
ろう

動
どういん

員」と

して労
ろうどう

働力
りょく

の不
ふ

足
そく

を補
おぎな

うために、空
くうふく

腹を

我
が

慢
まん

しながら、日
に

本
ほん

の勝
しょう

利
り

を信
しん

じて、慣
な
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られない日
ひ

もあり、絶
た

えずひもじい思
おも

いをしていました。特
とく

に夜
よる

は

寂
さび

しく、毎
まいばん

晩のように下
かきゅうせい

級生の部
へ や

屋からは親
おや

を恋
こ

い慕
した

う泣
な

き声
ごえ

が聞
き

こえ、先
せんせい

生や上
じょうきゅうせい

級生が励
はげ

ましに行
い

ったといわれています。

疎
そ

開
かいさき

先での食
しょく

事
じ

・杉
すぎなみ

並第
だい

二
に

国
こくみん

民学
がっこう

校（現
げん

・杉
すぎなみ

並区
く

立
りつすぎ

杉

並
なみだい

第二
に

小
しょう

学
がっこう

校）の学
がくどう

童　昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

(1945)



　 昭
しょう

和
わ

19年
ねん

（1944）末
すえ

頃
ごろ

か ら

空
くうしゅう

襲はさらに激
はげ

しくなりまし

た。各
かく

家
か

庭
てい

では、縁
えん

の下
した

や庭
にわ

、

道
どう

路
ろ

わきに「防
ぼうくう

空壕
ごう

」を掘
ほ

った

り、「防
ぼう

火
か

用
よう

水
すい

」などを用
よう

意
い

して

空
くうしゅう

襲に備
そな

えたりしました。夜
よる

は

電
でんとう

灯の明
あ

かりが窓
まど

から外
そと

に漏
も

れ

ないように黒
くろ

いカーテンを引
ひ

き、電
でんきゅう

球には大
おお

きな「黒
くろ

い笠
かさ

」や

布
ぬの

を掛
か

けました。空
くうしゅう

襲のサイレ

ンとともにとび起
お

き、家
いえ

の大
たいせつ

切

な物
もの

や水
みず

、乾
かん

パン、いり米
ごめ

、い

った大
だい

豆
ず

、梅
うめ

干
ぼ

しなどの腐
くさ

らな

い食
しょくりょうひん

料品を携
けいたい

帯して防
ぼうくう

空壕
ごう

に避
ひ

灯
とう

火
か

管
かんせい

制下
か

での夕
ゆう

食
しょく

昭
しょう

和
わ

19年
ね ん

(1944)1月
が つ

　　菊
き く

池
ち

俊
しゅん

吉
き ち

撮
さ つ え い

影

すい発
はっ

火
か

物
ぶつ

が入
はい

ってお

り、物
もの

にぶつかると破
は

裂
れつ

して火
ひ

を吹
ふ

き出
だ

す恐
おそ

ろし

い兵
へい

器
き

のことです。当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

の住
じゅうたく

宅は木
もくぞう

造で

非
ひじょう

常に燃
も

えやすいため、

焼
しょう

夷
い

弾
だん

はすさまじい火
か

災
さい

を発
はっせい

生させて一
いちめん

面火
ひ

の海
うみ

と化
か

しました。激
はげ

しく燃
も

える火
ひ

に囲
かこ

まれ、逃
に

げ場
ば

を失
うしな

った多
おお

くの人
ひと

々
びと

は、

防
ぼうくう

空壕
ごう

や川
かわ

の中
なか

などに避
ひ

難
なん

したにもかかわらず

焼
しょうし

死する人
ひと

もいました。

難
なん

しました。

　空
くうしゅう

襲は、当
とうしょ

初は兵
へい

器
き

を作
つく

っている軍
ぐんじゅ

需工
こうじょう

場などが攻
こうげき

撃されましたが、徐
じょじょ

々に住
じゅうたく

宅密
みっしゅう

集地
ち

域
いき

にも「焼
しょう

夷
い

弾
だん

」が

落
お

とされるようになりました。焼
しょう

夷
い

弾
だん

とは、大
おお

きな金
きんぞく

属の筒
つつ

の中
なか

にゼリー状
じょう

のガソリンや黄
おうりん

燐などの燃
も

えや

防
ぼうくうくんれん

空訓練
昭
しょう

和
わ

15年
ね ん

(1940)　　石
い し か わ こ う よ う さ つ え い

川光陽撮影

じゅうごのそなえとくうしゅう

第４ブース

銃後の備えと空襲 昭
和
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空
くう

襲
しゅう

下
か

の東
とう

京
きょう

昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

(1945)3月
が つ

　　石
い し か わ こ う よ う さ つ え い

川光陽撮影

　昭
しょう

和
わ

20年
ねん

（1945）7月
がつ

26日
にち

、アメリカ・イギリス・

中
ちゅう

国
ごく

の三
さん

か国
こく

により、戦
せんそう

争の終
しゅう

結
けつ

と戦
せん

後
ご

処
しょ

理
り

のあり

方
かた

について記
しる

した、ポツダム宣
せんげん

言が発
はっ

せられました。

昭
しょう

和
わ

20年
ねん

（1945）8月
がつ

15日
にち

の正
しょう

午
ご

、昭
しょう

和
わ

天
てんのう

皇はその

宣
せんげん

言を受
う

け入
い

れ、国
こくみん

民に対
たい

してラジオの「玉
ぎょくおん

音放
ほうそう

送」

で、大
おお

きな犠
ぎ

牲
せい

をはらった悲
ひ

惨
さん

な戦
せんそう

争の終
お

わりを告
つ

げました。国
こくみん

民は、驚
おどろ

きと悲
かな

しみの気
き も

持ちにおそわ

れるとともに、将
しょうらい

来への不
ふ

安
あん

をつのらせました。
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　戦
せんそう

争が終
お

わると、アメリカ軍
ぐん

を中
ちゅうしん

心とした連
れんごう

合

国
こく

軍
ぐん

が日
に

本
ほん

に進
しんちゅう

駐し、その後
ご

６年
ねん

間
かん

にわたって日
に

本
ほん

は、占
せん

領
りょう

下
か

におかれました。GHQ （連
れんごう

合国
こく

軍
ぐん

最
さいこう

高

司
し

令
れい

官
かん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

）は、日
に

本
ほん

が民
みんしゅ

主的
てき

な平
へい

和
わ

国
こっ

家
か

とし

て再
さいしゅっぱつ

出発するよう数
かずかず

々の改
かい

革
かく

を進
すす

めました。日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

は、昭
しょう

和
わ

21年
ねん

（1946）11月
がつ

３日に、GHQと相
そうだん

談し

てつくりあげた「日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法」を公
こう

布
ふ

、翌
よくとし

年の５月
がつ

３

日に施
し

行
こう

し、ここに新
あたら

しい国
くにづく

造りが始
はじ

まりました。

　昭
しょう

和
わ

20年
ねん

（1945）３月
がつ

10日の未
み

明
めい

には、

東
とうきょう

京上
じょうくう

空に、およそ300機
き

のB29の大
だい

編
へんたい

隊が現
あらわ

れました。そして、何
なん

千
ぜん

何
なん

万
まん

と

いう焼
しょう

夷
い

弾
だん

が投
とう

下
か

されてたくさんの家
いえ

が

燃
も

え、防
ぼうくう

空壕
ごう

や川
かわ

の中
なか

に避
ひ

難
なん

した人
ひと

々
びと

までも含
ふく

め、10万
まん

人
にん

以
い

上
じょう

の人
ひと

々
びと

の尊
とうと

い

命
いのち

が失
うしな

われました。空
くうしゅう

襲は東
とうきょう

京や大
おおさか

阪、

神
こう

戸
べ

、名
な ご や

古屋の大
だい

都
と し

市だけでなく、全
ぜんこく

国

各
かく

地
ち

の都
と し

市にも行
おこな

われました。その後
ご

、

昭
しょう

和
わ

20年
ねん

８月
がつ

６日には広
ひろしま

島に、９日には

長
ながさき

崎に、人
じんるい

類史
し

上
じょう

初
はじ

めての恐
おそ

ろしい原
げん

子
し

爆
ばくだん

弾が落
お

とされたのです。

神
こう

戸
べ

空
くう

襲
しゅう

昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

(1945)6月
が つ

5日　　米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう

しょうわ20ねん8がつ15にち

昭和20年8月15日 昭
和
館

常
設
展
示
室

子
ど
も

学
習
シ
ー
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　戦
せんそう

争がようやく終
お

わり平
へい

和
わ

な時
じ

代
だい

を迎
むか

えまし

た。空
くうしゅう

襲がなくなり、生
い

き残
のこ

った人
ひと

々
びと

は、安
あんしん

心し

て眠
ねむ

れるようになりました。しかし、食
しょくりょう

糧不
ぶ

足
そく

は

深
しんこく

刻で、特
とく

に体
からだ

の弱
よわ

い幼
おさな

い子
こ

どもや老
ろうじん

人が、栄
えいよう

養

失
しっちょう

調で苦
くる

しみました。多
た

少
しょう

体
たいりょく

力のある親
おや

たちは、

必
ひっ

死
し

になって農
のうそん

村地
ち

帯
たい

へ「買
か

い出
だ

し」に出
で か

掛けまし

たが、分
わ

けてもらえたのはわずかばかりの芋
いも

やカ

ボチャなどでした。

　昭
しょう

和
わ

20年
ねん

（1945）は、冷
れい

夏
か

と働
はたら

き手
て

や肥
ひ

料
りょう

不
ぶ

足
そく

などのために米
こめ

が不
ふ

作
さく

で、多
おお

くの人
ひと

が餓
が

死
し

するお

それがありました。政
せい

府
ふ

は、GHQ（連
れんごう

合国
こく

軍
ぐん

最
さいこう

高

司
し

令
れい

官
かん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

）に食
しょくりょう

糧などの緊
きんきゅう

急援
えんじょ

助を要
ようせい

請し、

国
こくみん

民はかろうじて食
しょくりょう

糧危
き き

機を乗
の

り越
こ

えることがで

きました。

上
うえ

野
の

の闇
やみいち

市
昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

(1945)11月
が つ

　菊
き く

池
ち

俊
しゅん

吉
き ち

撮
さ つ え い

影

DDTの散
さん

布
ぷ

昭
しょう

和
わ

21年
ね ん

（1946）　　米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう

　

第５ブース

廃墟からの出発
はいきょからのしゅっぱつ

昭
和
館

常
設
展
示
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子
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　戦
せんさい

災等
とう

による被
ひ

害
がい

が

あまりにも大
おお

きかった

ため、あらゆる産
さんぎょう

業の

生
せいさん

産が低
てい

下
か

し、生
せいかつ

活に

必
ひつよう

要な物
ぶっ

資
し

が足
た

りませ

ん。大
おお

きな駅
えきまえ

前広
ひろ

場
ば

な

どには、公
おおやけ

には認
みと

めら

れていない「闇
やみ

市
いち

」がで

き、なかには色
いろいろ

々な品
しな

物
もの

を驚
おどろ

くほど高
たか

い値
ね

段
だん

で売
う

る商
しょう

人
にん

もいまし

た。品
しな

物
もの

を手
て

に入
い

れよ

うと多
おお

くの人
ひと

が集
あつ

まっ

たため、値
ね

段
だん

がますま

す高
たか

くなりました。特
とく

に基
き

準
じゅんか

価格
かく

よりも非
ひじょう

常に高
たか

かったのが、砂
さ

糖
とう

の264倍
ばい

、米
こめ

の132倍
ばい

、そして浴
よくよう

用セッ

ケンの200倍
ばい

でした。そのため、一
いっぱん

般の人
ひと

々
びと

は、それらの食
しょく

料
りょう

品
ひん

や生
せいかつ

活用
よう

品
ひん

をなかなか買
か

うことができず、

一
いっそう

層苦
くる

しい生
せいかつ

活に追
お

い込
こ

まれていきました。

　空
くうしゅう

襲で家
いえ

を失
うしな

った人
ひと

たちは、焼
や

け残
のこ

った材
ざいもく

木やトタン板
いた

などでバラック（粗
そ

末
まつ

な仮
かり

小
ご や

屋）を造
つく

り、電
でん

気
き

やガ

ス、水
すいどう

道、トイレも無
な

い中
なか

で不
ふ じ

自由
ゆう

な生
せいかつ

活を送
おく

りました。衛
えいせい

生状
じょうたい

態が非
ひ

常
じょう

に悪
わる

いためにネズミなどが増
ふ

え、

伝
でんせんびょう

染病の病
びょうげん

原菌
きん

をうつすノミやシラミも大
たい

量
りょう

に発
はっせい

生しました。その頃
ころ

は全
ぜんこくてき

国的にも恐
おそ

ろしい伝
でんせんびょう

染病が流
りゅう

行
こう

し、

多
おお

くの人
ひと

たちが亡
な

くなりました。そこで日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

とGHQは、「DDT」という強
きょうりょく

力な殺
さっちゅうざい

虫剤を人
ひと

々
びと

に散
さん

布
ぷ

して

焼
や

け跡
あと

に立
た

つバラック・三
み

宅
やけざか

坂付
ふ

近
きん

昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

（1945）11月
が つ

　　石
い し か わ こ う よ う さ つ え い

川光陽撮影　

ノミやシラミを駆
く

除
じょ

し、ようやく恐
おそ

ろし

い伝
でんせんびょう

染病を予
よ

防
ぼう

することができました。

DDTは、現
げんざい

在では人
じん

体
たい

に害
がい

を与
あた

えると

いうことで製
せいぞう

造が禁
きん

止
し

されています。

　食
しょく

料
りょう

品
ひん

、住
じゅうたく

宅、衣
い

服
ふく

などが極
きょく

度
ど

に不
ふ

足
そく

しているため、人
ひと

々
びと

の生
せいかつ

活は非
ひ

常
じょう

に苦
くる

し

いものでした。そのようななか、海
かいがい

外か

ら約
やく

650万
まんにん

人の引
ひきあげしゃ

揚者が帰
き

国
こく

しました。

物
ぶっ

資
し

不
ぶ

足
そく

は厳
きび

しかったものの、家
か

族
ぞく

が共
とも

に暮
く

らせるようになったことは、人
ひとびと

々の

生
せいかつ

活に明
あか

るさをもたらしました。

　人
ひと

々
びと

は、苦
くる

しいながらも、数
かずかず

々の民
みんしゅ

主

的
てき

な改
かい

革
かく

や新
あたら

しい憲
けんぽう

法の施
し

行
こう

などで、

将
しょうらい

来への明
あか

るい希
き

望
ぼう

と夢
ゆめ

を抱
いだ

き、協
きょうりょく

力し

ながら生
い

き抜
ぬ

く努
ど

力
りょく

を続
つづ

け生
せいかつ

活しました。
戦
せん

後
ご

初
はつ

の衆
しゅう

院
いんせん

選　女
じょせい

性も投
とう

票
ひょう

昭
しょう

和
わ

21年
ね ん

（1946）4月
が つ

　　米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう
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　戦
せんそう

争が長
なが

引
び

いたため、中
ちゅう

国
ごく

大
たいりく

陸や

太
たいへいよう

平洋の戦
せんじょう

場で、一
いっ

家
か

の大
だいこく

黒柱
ばしら

であ

る夫
おっと

や父
ちちおや

親たちが、命
いのち

を失
うしな

いました。

そのため遺
のこ

された妻
つま

や家
か

族
ぞく

は、大
おお

き

な悲
かな

しみに加
くわ

えて、収
しゅうにゅう

入が途
と だ

絶え、

これからどうやって生
せいかつ

活したらよい

か途
と

方
ほう

に暮
く

れてしまいました。

　たくさんの幼
おさな

い子
こ

どもを抱
かか

えてい

る母
ははおや

親たちの多
おお

くは、子
こ

どもを背
せ

負
お

いながら、安
やす

い賃
ちんぎん

金で隣
となり

近
きんじょ

所から頼
たの

まれた縫
ぬ

い物
もの

や様
さまざま

々な内
ないしょく

職をしまし

た。なかには、幼
おさな

い子
こ

どもを預
あず

け、

建
けんちく

築現
げん

場
ば

などで慣
な

れない力
ちから

仕
し

事
ごと

をし

ながら、血
ち

のにじむような努
ど

力
りょく

を続
つづ

け、子
こ

どもたちを必
ひっ

死
し

に育
そだ

てた人
ひと

も
焼

や

け跡
あと

を歩
ある

く母
ぼ し

子
昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

（1945）9月
が つ

　　米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう

いました。

　母
ははおや

親の苦
く

労
ろう

を少
すこ

しで

も軽
かる

くしようと、年
ねん

長
ちょう

の男
おとこ

の子
こ

たちの中
なか

には

「新
しんぶん

聞 少
しょう

年
ねん

」と し て、

朝
あさばん

晩のつらい配
はいたつ

達の仕
し

事
ごと

などに精
せい

を出
だ

す子
こ

も

いました。年
ねん

長
ちょう

の女
おんな

の子
こ

は、「小
ちい

さなお母
かあ

さん」となって炊
すい

事
じ

・

洗
せんたく

濯の家
か じ

事や弟
おとうと

や 妹
いもうと

の子
こ

守
も

りなどもして、

母
ははおや

親の内
ないしょく

職の時
じ

間
かん

が少
すこ

しでも長
なが

くとれるよ

う、家
か

族
ぞく

が一
いったい

体となっ

授
じゅさんじょ

産所で内
ない

職
しょく

をする戦
せんぼつしゃ

没者妻
つま

昭
しょう

和
わ

22年
ね ん

（1947）11月
が つ

　　米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう

のこされたかぞく

第６ブース

遺された家族 昭
和
館

常
設
展
示
室

子
ど
も

学
習
シ
ー
ト



ミシン　昭
しょう

和
わ

12年
ね ん

（1937）から

愛
あ い

知
ち

県
け ん

の真
ま

弓
ゆ み

重
し げ

子
こ

さんが洋
よ う さ い

裁に使
し

用
よ う

していたもの。夫
おっと

の

英
ひ で

雄
お

さんが昭
しょう

和
わ

12年
ね ん

(1937)12月
が つ

に戦
せ ん

死
し

してから、洋
よ う さ い

裁で

生
せ い け い

計を立
た

てていた。当
と う し ょ

初、婦
ふ

人
じ ん ふ く

服を仕
し た

立てていたが、や

がて流
りゅうこう

行に左
さ

右
ゆ う

されない紳
し ん

士
し

服
ふ く

を仕
し た

立てるようになった。

先
せんせい

生からの手
て

紙
がみ

遺
い じ

児である米
よ ね

田
だ

（旧
きゅうせい

姓江
え

並
な み

）智
ち え こ

恵子さんが､小
しょう

学
が っ こ う

校４年
ね ん せ い

生の時
と き

担
た ん に ん

任の

先
せ ん せ い

生からもらった手
て

紙
が み

。

昭
しょう

和
わ

26年
ね ん

（1951）

昭和館 〒 102-0074　東京都千代田区九段南 1-6-1　
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て助
たす

け合
あ

い励
はげ

まし合
あ

って生
せいかつ

活をしました。

　昭
しょう

和
わ

22年
ねん

（1947）４月
がつ

から、学
がっこう

校制
せい

度
ど

が現
げんざい

在と同
おな

じになり、小
しょう

学
がっこう

校６年
ねんかん

間、中
ちゅう

学
がっこう

校３年
ねんかん

間、合
ごうけい

計９か

年
ねん

が義
ぎ む

務教
きょう

育
いく

となりました。父
ちち

を失
うしな

った中
ちゅう

学
がっこう

校の

卒
そつぎょうせい

業生たちの中
なか

には、家
か

計
けい

を助
たす

けるために高
こうこう

校への

進
しんがく

学をあきらめ、工
こうじょう

場や商
しょうてん

店などに就
しゅうしょく

職して働
はたら

く子
こ

どももいました。

　なかには向
こうがく

学心
しん

をもち続
つづ

け、昼
ひる

間
ま

は働
はたら

いて家
か

計
けい

を

助
たす

け、夜
よる

は４年
ねんかん

間の定
てい

時
じ

制
せい

の高
こうとう

等学
がっこう

校などで勉
べんきょう

強を

をする子
こ

どももいました。そして疲
つか

れた体
からだ

に鞭
むち

打
う

っ

て、努
ど

力
りょく

に努
ど

力
りょく

を重
かさ

ねながら、自
じ

分
ぶん

の進
しん

路
ろ

を切
き

り開
ひら

いていったのです。



　戦
せんそう

争によって家
か

族
ぞく

を亡くした子どもたち、いわゆ

る「戦
せんさい

災孤
こ じ

児」がたくさんいました。また戦
せん

後
ご

の混
こんらん

乱

で両
りょうしん

親をなくして独
ひと

りぼっちになった孤
こ じ

児と合
あ

わせ

ると、全
ぜんこく

国で約
やく

12万
まんにん

人もいたのです。

　孤
こ じ

児の多
おお

くは、親
しんせき

戚に引
ひ

き取
と

られましたが、親
しんせき

戚

のない子
こ

は孤
こ じ

児院
いん

に入
い

れられました。孤
こ じ

児院
いん

に収
しゅう

容
よう

された子
こ

どもの中
なか

には、そこを逃
に

げ出
だ

し、都
と

会
かい

で

路
ろ

上
じょう

生
せいかつ

活を始
はじ

めるものもいました。夜
よる

は大
おお

きな駅
えき

の

構
こうない

内で寝
ね

て、昼
ひる

間
ま

は靴
くつ

みがきや吸
す

い殻
がら

を売
う

ったりし

て、わずかばかりのお金
かね

を稼
かせ

ぎながら、かろうじて

生
い

き伸
の

びました。しかしながら、飢
う

えや冬
ふゆ

の寒
さむ

さ、

栄
えいよう

養失
しっちょう

調などのために、多
おお

くの孤
こ じ

児が命
いのち

を失
うしな

いました。

　全
ぜんこく

国各
かく

地
ち

に駐
ちゅうとん

屯しているアメリカ兵
へい

が、ジープに

乗
の

って街
まち

へやってくると、甘
あま

い物
もの

に飢
う

えている子
こ

ど

もたちがジープを取
と

り囲
かこ

んで、「ギブ・ミー・チョ

コレート（チョコレートちょうだい）」と言
い

いながら

手
て

を差
さ

し出
だ

しました。それは、現
げんざい

在の飢
う

えに苦
くる

しむ

発
はってん

展途
と

上
じょう

国
こく

の子
こ

どもたちと同
おな

じです。

街
まちかど

角の戦
せんさい

災孤
こ じ

児
昭
しょう

和
わ

24年
ね ん

（1949）頃　　マッカーサー記
き

念
ね ん か ん て い

館提供
きょう

ギブミーチョコレート
昭
しょう

和
わ

20年
ね ん

（1945）9月
が つ

　　

米
べ い こ く こ く り つ こ う ぶ ん し ょ か ん

国国立公文書館提
て い

供
きょう

紙
かみしば

芝居
い

昭
しょう

和
わ

22〜27年
ね ん

（1947〜52）頃
こ ろ

　　
マッカーサー記

き

念
ね ん か ん て い

館提供
きょう

　都
と

市
し ぶ

部では空
くうしゅう

襲によって多
おお

くの

学
がっこう

校が燃
も

えて無
な

くなりました。疎
そ

開
かい

していた子
こ

どもたちが帰
かえ

ってくる

と、教
きょうしつ

室が足
た

りなくなったため、

校
こうてい

庭を教
きょうしつ

室代
が

わりにして授
じゅぎょう

業する

「青
あおぞら

空教
きょうしつ

室」が行
おこな

われました。また、

１つの教
きょうしつ

室を２つのクラスで交
こうたい

代し

て使
つか

う「２部
ぶ

授
じゅぎょう

業」をした学
がっこう

校もあり

ました。教
きょう

科
か

書
しょ

はまだ新
あたら

しいものは

こどもたちのせんご

第７ブース

子どもたちの戦後 昭
和
館

常
設
展
示
室

子
ど
も

学
習
シ
ー
ト



なく、戦
せんそう

争中
ちゅう

のものを使
つか

いま

した。戦
せんそう

争を称
たた

えた内
ないよう

容の箇
か

所
しょ

を墨
すみ

で黒
くろ

く塗
ぬ

りつぶした

「墨
すみ

塗
ぬ

り教
きょう

科
か

書
しょ

」を使
つか

って授
じゅぎょう

業

が行
おこな

われました。　　

　戦
せん

後
ご

の厳
きび

しい状
じょうきょう

況下
か

におか

れている日
に

本
ほん

の子
こ

どもたちの

様
よう

子
す

が、海
かいがい

外に報
ほう

道
どう

されると、

世
せ

界
かい

各
かっこく

国から「ララ物
ぶっ

資
し

」など

の援
えん

助
じょ

物
ぶっ

資
し

が送
おく

られてきまし

た。その後
ご

、国
こくさい

際連
れんごう

合の「ユ

ニセフ（児
じ

童
どう

基
き

金
きん

）」からも15

年
ねんかん

間にわたって援
えん

助
じょ

を受
う

けま

した。主
おも

な援
えん

助
じょ

物
ぶっ

資
し

としては、

食
しょくりょう

糧や衣
い

料
りょう

、医
い

薬
やくひん

品などがあ

りました。その援
えん

助
じょ

物
ぶっ

資
し

のお

陰
かげ

で学
がっこう

校給
きゅうしょく

食が始
はじ

まり、多
おお

く

墨
すみ

塗
ぬ

り教
きょう

科
か

書
しょ

「初
しょとう

等科
か

国
こく

語
ご

　四」（国
こくみんがっこう

民学校初
しょとう

等科
か

4年
ねんこう

後期
き

用
よう

）

の日
に

本
ほん

の子
こ

どもたちが飢
う

えや病
びょう

気
き

などから救
すく

われたのです。

紙
かみしば

芝居
い

昭
しょう

和
わ

22〜27年
ね ん

（1947〜52）頃
こ ろ

　　
マッカーサー記

き

念
ね ん か ん て い

館提供
きょう
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　食
た

べ物
もの

もなく、粗
そ

末
まつ

な家
いえ

に

住
す

み、汚
よご

れた衣
い

服
ふく

を着
き

ていて

も、当
とう

時
じ

の子
こ

どもたちは元
げん

気
き

一
いっぱい

杯遊
あそ

びました。男
だん

子
し

は、手
て

作
づく

りの粗
そ

末
まつ

な道
どう

具
ぐ

で野
や

球
きゅう

など

をしました。女
じょ

子
し

の間
あいだ

では、

縄
なわ

とびや鬼
おに

ごっこ、ドッジボー

ルなどが盛
さか

んでした。その楽
たの

しみの一
ひと

つに紙
かみしば

芝居
い

がありま

した。東
とうきょう

京都
と

内
ない

だけでも、た

くさんの紙
かみしば

芝居
い

屋
や

さんがいて、

毎
まいにち

日学
がっこう

校から帰
かえ

ると近
きんじょ

所の空
あ

き地
ち

などに、子
こ

どもたちが集
あつ

まり、紙
かみしば

芝居
い

を熱
ねっしん

心に見
み

ました。



　戦
せん

後
ご

、日
に

本
ほん

は新
あたら

しい憲
けんぽう

法のもとで、平
へい

和
わ

・民
みん

主
しゅ

国
こっ

家
か

として再
さいしゅっぱつ

出発しました。そして、昭
しょう

和
わ

26年
ねん

（1951）

９月
がつ

９日には、アメリカのサンフランシスコで世
せ

界
かい

の48の国
くにぐに

々と講
こう

和
わ

条
じょう

約
やく

を結
むす

びました。翌年に講
こう

和
わ

条
じょう

約
やく

が発
はっこう

効されると、ようやく連
れんごう

合国
こく

の占
せん

領
りょう

を終
お

え、

主
しゅけん

権が回
かいふく

復したのです。続
つづ

いて、国
こくさい

際連
れんごう

合への加
か

盟
めい

が認
みと

められ、日
に

本
ほん

は国
こくさい

際社
しゃかい

会に復
ふっ

帰
き

しました。

　昭
しょう

和
わ

30年
ねん

（1955）頃
ころ

になると、白
しろくろ

黒テレビ、電
でん

気
き

洗
せんたく

濯機
き

、電
でん

気
き

冷
れいぞう

蔵庫
こ

が「三
さんしゅ

種の神
じん

器
ぎ

」と呼ばれ、あこ

がれの的
まと

となりました。電
でん

気
き

洗
せんたく

濯機
き

は、お母
かあ

さんを

洗
せんたく

濯の重
じゅう

労
ろうどう

働から解
かいほう

放してくれました。なかでも

値
ね

段
だん

が高
たか

かったのがテレビで、お父
とう

さんの2年
ねんぶん

分の

給
きゅうりょう

料ぐらいの値
ね

段
だん

だったので、なかなか買
か

うことが

できませんでした。人
ひと

々
びと

は、駅
えき

の前
まえ

の街
がいとう

頭テレビや

食
しょくどう

堂や喫
きっ

茶
さ

店
てん

のテレビを見
み

たりして、娯
ご

楽
らく

を楽
たの

しみ

ました。テレビが一
いっぱん

般家
か

庭
てい

に普
ふ

及
きゅう

するようになった

のは、テレビ放
ほうそう

送が始
はじ

まってから10年
ねん

ほどたった

昭
しょう

和
わ

39年
ねん

の東
とう

京
きょう

オリンピックの頃でした。

「三
さんしゅ

種の神
じん

器
ぎ

」

ふっこうにむけて

第８ブース

復興に向けて 昭
和
館

常
設
展
示
室

子
ど
も

学
習
シ
ー
ト



住
じゅう

宅
たくなんかん

難緩和
わ

のために建
た

てられた戸
と

山
や ま

ハイツ
昭
しょう

和
わ

24年
ね ん
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　新
あたら

しい日
に

本
ほん

の建
けんせつ

設を目
め ざ

指して、

人
ひと

々
びと

は一
いっしょうけんめい

生懸命に働
はたら

きましたが、あ

まりにも戦
せんそう

争による傷
きずあと

痕が深
ふか

く、生
い

きるために欠
か

かせない衣
い

食
しょくじゅう

住の面
めん

で

大
たいへん

変に苦
くる

しみました。そのようなと

きに、人
ひと

々
びと

に希
き

望
ぼう

と勇
ゆう

気
き

を与
あた

えたの

が、水
すいえい

泳の古
ふるはし

橋広
ひろ

之
の

進
しん

選
せんしゅ

手による

数
かずかず

々の世
せ

界
かい

新
しん

記
き

録
ろく

の樹
じゅりつ

立と湯
ゆ

川
かわひで

秀樹
き

博
はか

士
せ

のノーベル賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

のニュースで

した。恵
めぐ

まれない環
かんきょう

境の下
もと

で成
な

し遂
と

げた二
ふ た り

人の世
せ

界
かい

的
てき

な偉
い

業
ぎょう

に、人
ひと

々
びと

は

感
かんどう

動し、「やればできる」を合
あいこと

言葉
ば

に

自
じ

信
しん

と誇
ほこ

りを取
と

り戻
もど

しました。また、

各
かくさんぎょう

産業の生
せいさん

産量
りょう

が高
たか

まり、貿
ぼうえき

易も盛
さか

んになりました。人
ひと

々
びと

の収
しゅうにゅう

入も徐
じょじょ

々に増
ふ

えていきました。さらにスポーツや映
えい

画
が

、演
えんげき

劇など娯
ご

楽
らく

が盛
さか

んにな

り遊
ゆうえん

園地
ち

などのレジャー施
し

設
せつ

も造
つく

られました。

　経
けいざい

済の発
はってん

展とともに、日
に

本
ほん

の街
まち

なかに、自
じ

動
どうしゃ

車がたくさん走
はし

るようになりました。そのため、長
なが

い間
あいだ

人
ひと

々
びと

に親
した

しまれてきた路
ろ

面
めん

電
でんしゃ

車が交
こうつう

通渋
じゅうたい

滞を引
ひ

き起
お

こすということで姿
すがた

を消
け

しはじめ、いよいよ自
じ

動
どうしゃ

車全
ぜんせい

盛時
じ

代
だい

がやってきたのです。
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